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ディスプレイホログラ
フィーの背景

3 次元画像技術であるホログラ

フィーは，計測やセキュリティなど産

業や工業分野への応用は広く知られて

います．しかしディスプレイ，特に

アートやデザイン分野への応用はまだ

まだポピュラーとは言い難い状況にあ

ります．それは技術そのものがパソコ

ンやディジタルカメラのように誰でも

気軽に扱える環境にはなく，特別な設

備が必要なためです．具体的にはレー

ザ関連の光学実験設備で，このような

設備は企業の研究所や理工学系大学に

は多く見受けられますが，芸術系大学

では稀です．芸術系には少し専門的過

ぎる科学技術の知識と設備というのが

理由の一つのようです．アーティスト

やデザイナがホログラムに興味を抱い

ても，なかなか創作に至らないのはこ

のような背景が影響しています．ディ

スプレイホログラフィーは，まさにサ

イエンスとアートの境界領域あるいは

狭間（または谷間）に位置し，科学技術

や知識のサポートなくしては具体的な

制作の実現が難しいなかなか厄介なメ

ディアなのです．そのようなホログラ

フィーを，私はアートの表現メディア

として選び，その可能性を追い求め現

在に至っています．フリーで活動を続

けていますが，2013年の活動は少し

バラエティに富んでいました．

活動の近況

7 月，台湾新竹の国立交通大学で

ディスプレイホログラフィーのワーク

ショップを担当しました．実は台湾で

の講座のお手伝いはこれが2度目です．

初回は，国立台湾師範大学の光電研究

所で開講された半年間のホログラ

フィーコースを，大学側の先生と共同

で私はソフト面を担当しました．縦割

りの学科の壁を取り除き工学，アート，

デザイン，教育などいろいろな学科か

ら受講可能なコースとしました．今回

の交通大学の1週間の集中講座では，

学内の技術系学生だけでなく，他大学

から芸術系の学生が参加できるように

しました．日頃交流の少ない学生同士

が一緒に実験に携わり，彼らにとって

も貴重な体験になったと思います．受

講者の一人の女子学生はこの講座を受

講のため留学先のイギリスから一時帰

国，帰る直前にケルン（ドイツ））のア

カデミーで制作したばかりというホロ

グラム作品を披露し，その行動力は他

の学生たちに大変刺激になったと思わ

れます．

9月には，モスクワでオプトエレク

トロニクス関連の国際会議に招待され

ました．アートホログラムの展示が条

件で，作品（約85 cm×110 cmマルチ

カラーレインボウタイム）をかかえて

出かけてきました．フィルムの状態で

持って行き，設営材料はすべて現地で

準備してもらいました．参加者のほと

んどは技術・ビジネス分野からで大き

いディスプレイホログラムを目にする

のが初めて，私は孤独に一人ホログラ

フィーアートの伝道師の如く作品紹介

するといった状況でしたが，アートへ

の応用を知ってもらう大変良い機会で

した．

12月は，久しぶりのホログラムの作

品制作に極寒のオハイオ州立大学に出

かけました．数年前この大学にニュー

ヨークのホロセンターからパルスレー

ザラボが移設されました．私は2013

年度のアーティスト・イン・レジデン

スの助成を授与されて，1週間パルス

レーザによるマスタホログラムの制作

をしました．翌週バーモント州のラボ

に移動し最終作品（マルチカラーレイ

ンボウホログラム，85 cm×95 cm）

を制作してきました．オハイオ州立大

学では，秋講座にホログラフィーコー

スが2クラス開講され，そこでは学科

年齢多様な学生が受講していました．

私もコース最終日に講演を依頼され，

これまでの作品を紹介しましたが，学

生たちの反応はなかなか良く，特に一

人の芸術系の女子学生はホログラ

フィーを将来のアート活動に取り入れ

たいと熱く話に聞き入っていました．

私の活動は大きく分けて4種に分け

られます．（1）［啓蒙・教育］，（2）［制

作］，（3）［展覧会］，（4）［社会への応用］

です．前半の2件は（1）［啓蒙・教育］，

後半は（2）［制作］活動といったところ

でしょうか．助成を受けてわざわざア

メリカまで出かけ制作した理由は，制

作には特別な設備と環境が必要で，

オープンにアートホログラムを制作で

きるラボは世界でもかなり限られてい
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るためです．通常ラボを借りて制作す

るためにはレンタル費用や材料費など

の経費（これがかなり高価でして）がか

かりますので，助成がうけられること

は非常にありがたい状況ということに

なります．2013年度の1名のアーティ

ストへのグラントに選ばれたことは

ラッキーでした．（3）［展覧会］はこれ

まで国内外の数多くに出品してきまし

た．展覧会はアート活動のメインと言

えます．しかし展示方法は，絵画や彫

刻などに比べかなり複雑なため，既存

の美術館やギャラリーでの展示には苦

労がつきものです．（4）［社会への応用］

とは私の作品の場合，例えば，建築空

間に恒久設置するなどの委託制作です．

理想を言えば（4）が全活動の経済基盤

となるべきところですが，これがまた

至難なことで苦労が多くなかなか理想

通りに行かないのが大きな悩みです．

（1）～（4）の活動のいずれも進めて

いくためにはいろいろ難題が控えてい

ます．それは先達のいない新しい分野

の開拓には（どのような分野でも同じ

ことが言えると思いますが）必ずつい

て回る苦労でしょうから，自ら選んだ

道なので致し方ないと自分に言い聞か

せています．

ホログラフィーとの出会い

学部では応用物理を学びましたが，

大学在学中に進路に疑問を抱き，卒業

後美術学校に入り直しました．そこで

は油絵とヨーロッパ中世の古典技法な

どを学び，卒業後はパリのエコール・

デ・ボザールにも留学いたしました．

しかし結局絵具，筆という表現メディ

アに満足することができず暗中模索し

ていた時期に偶然，街の中で店舗の

ディスプレイ用のホログラムに出合い

ました．円筒形のタイプで，3次元イ

メージが空間に確かに存在して見える

のに手中に捉えることができないとい

う，今まで経験したことのない視覚体

験に非常に衝撃を受けました．そして

これは何?もっと知りたいと周囲を見

まわした結果，東工大に最先端のホロ

グラフィーの研究室があることを知り，

もう一度母校に戻り研究生としてホロ

グラフィーを学ぶことにしました．こ

の時脳裏をよぎったことは，せっかく

アートの世界に歩み出したのにまた技

術の世界に舞い戻ってしまうのではな

いかという不安でした．ホログラ

フィーがアートの表現メディアとして

可能であるか否かはまったく不明でし

た．しかしこの分野に飛び込んで気づ

いたことを例えて言うと，ちょうど暗

いトンネルに入って初めは何も見えま

せんが，少し慣れてよく目を凝らすと

遠くに出口が見えてきました．ところ

がその出口は一つではなくいくつもあ

ることに気付いたのです．それぞれの

出口はいろいろな応用の可能性を示唆

し，それがどれもとても興味深いもの

だったということです．結果は私を予

期せぬ広い世界へと導く手助けをして

くれました．3次元画像であることが

私の意識を平面の絵画から立体作品へ

と広げました．光を媒体としたメディ

アであることが太陽光にも目を向け，

室内の作品から野外の環境作品へと興

味を広げることになりました．先達の

いないまったく新しい分野には，どん

な展開も可能でありすべてが自由です．

またまだ見つけていない別の出口がま

だあるのではと思わせるわくわく感も

あります．先に述べた苦労話は結局こ

の自由やわくわく感とトレードの関係

にあるのかもしれません．この分野に

足を踏み入れて35年，苦労があっても

続けてこられた理由でしょうか．

スモールワールド

現在形のメディアですので展開もいろ

いろな国で同時進行しています．この

新しいメディアを通して，世界のいろ

いろな国とつながることができました．

モスクワ行のきっかけは前年中央ア

ジアのキルギスの光学のカンファレン

スに出席したことでした．一般的に技

術系の国際会議，会議主催者にとって

アトラクションとしてアートホログラ

ムは興味ある展示と映るようで，この

ような展示や発表の招待依頼の機会が

多々あります．モスクワの会議はほと

んど知る人のいないアウェイの地，と

少々心細く出かけたのですがサンクト

ペテルスブルクからの開催委員の一人

の方から声をかけられました．「お会い

するのは2度目ですね」，「は？」，「あ

のプランは実現したのですか?」，

「・・・はい」．びっくりです．実は

1989年旧ソ連時代ウクライナのキエ

フで開催された国際会議に出席しまし

てその時の私の講演内容についての質

問でした．ホログラムを使った野外の

アートプロジェクト，当時進行中のプ

ランを発表しました．野外の浅い人工

用水路の底にタイルの一部に鯉のイ

メージのホログラムを埋め込むという

ものです．太陽光で画像は再生され，

水の揺らぎで鯉が泳いでいるように見

えるというアイデアです．名古屋の公

園で実現しました．モスクワはアウェ

イの地ではありませんでした．観光旅

行先としてはまだまだ気楽には行き難

いモスクワに1週間滞在，素晴らしい

ヨーロッパ美術の収集で知られる美術

館めぐりができたことも，ホログラ

フィーアートの恩恵と感謝しています．

スペインのセビリア万博（1992年）

では大型のホログラムを展示しまし

た．この作品についてはいくつも後日

談があります．一つはそれを見たブラ

ジルの芸術大学の教授から展覧会の出

品にサンパウロに2度招かれました．

また数年後，ディスプレイホログラ

フィーカンファレンスで出会ったポル
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トガルからの出席者たちがこの作品を

見て知っていたことです．もう一つ驚

いたことは，2009年に国立台湾師範

大学で私の個展が開催されたのです

が，その時，デザイン学科の教授から

「セビリアであなたのホログラムを見

ています」と声をかけられたことです．

20年も経た後にも「見たよ」と声をか

けられた時苦労が多く大変でも活動を

続けていてよかったとしみじみ思う瞬

間です．余談ですが数ヵ月前あるパー

ティの席で出会ったサンパウロの日系

の方と話をしているうち，以前サンパ

ウロに招かれ展示された作品を見て覚

えていたことが判明．まさにスモール

ワールドを体現しています．

展覧会あれこれ

ユニークな展覧会としては，フィン

ランドでの地下岩盤に掘られたレト

レッティー・アートセンターの展示で

した．夏の数か月間だけでしたがホロ

グラフィーと3Dの音と水の波紋を取

り入れた大掛かりなインスタレーショ

ンでした．このセンターは地上までせ

り出した花崗岩の岩盤を数十m掘り下

げた地下空間に展示ギャラリー，コン

サートホール，そしてカフェやレスト

ランを兼ね備えたほかに例のない非常

にユニークな施設です．天井や側面は

荒々しい岩盤の岩肌がそのまま残さ

れ，迷宮を思わせるような有機的空間

は，そこを訪れる人々に今まで経験し

たことのない奇妙で不思議な感覚を体

験させてくれます．ホログラフィーの

色鮮やかな非物質の光の像とその対極

にある音も光もないモノクロの硬質な

物質の地下岩盤世界は，二つの対比に

よって両者の特徴がさらに増幅され，

まったく新しい空間演出が実現できま

した．場所はヘルシンキから約500

km北に位置した小さな村ですが夏は

隣の街で国際オペラフェスティバルが

催され，この地下コンサートホールも

会場としてスケジュールに組込まれて

います．展覧会を訪れたほとんどの観

客はもちろんホログラフィーの予備知

識などまったくありません．しかし皆

空間演出を大いに楽しんでいたと後で

スタッフから聞きました．

野外で記憶に残る展示は古代ローマ

遺跡ヴィラ・デ・クインティリの野外

インスタレーションです．光を分光す

るだけのホログラフィーグレーティン

グを利用した野外作品です．およそ

60 cm×60 cm×60 cmの立体オブ

ジェ300個を遺跡の丘の草原に点在さ

せました．この色は太陽の高度の変化

につれて赤から緑，青と変化し，また

視点の移動でも色は移り変わっていき

ます．この遺跡には新アッピア街道が

隣接していまして，車の中からも丘の

うえに色鮮やかな点が緑の中に点在し

ているのが見えます．この鮮やかな光

の色彩は大自然の太陽からの贈り物で

す．雨上がりに偶然出会える虹を，ホ

ログラフィーは自由自在に手中に収め

ることができる，そんなイメージかも

しれません．

展覧会の準備作業にはほとんど立ち

会います．ただ壁に掛けるだけとか床

に置くだけというわけにはいかないイ

ンスタレーションだからです．海外の

場合，一緒に働くスタッフはと言いま

すと，美術館の学芸員やコーディネー

ター以外は電気工事の技士や大工さん

たちです．いわゆる美術展の準備とは

一味もふた味も違いますが，おかげで

少しディープな文化も体験できて面白

いです．

雑　感

ところで海外のホログラフィーアー

ティストに目を向けると興味深いこと

に気づきます．実は女性アーティスト

と男性アーティストの割合が，他の

アート分野に比べ女性が多い印象を受

けます．美術の世界は保守的な世界と

言われる通り，かなり男性社会のよう

に見受けられます．美術館でも新しい

メディア関連の部署に比較的女性キュ

レータが多いようです．既成の分野に

比べ新しいメディア分野の方が白紙か

らのスタートであるゆえに，既成の制

約を受けることなく自由に活動可能で

あり，女性キュレータや女性アーティ

ストにも広く門戸が開いているという

ことでしょうか．同じような印象を抱

いている人は私一人ではないように思

われます．しかしホログラフィーアー

トの分野に比較的女性アーティストが

多い理由はこれだけではないかもしれ

ません．台湾交通大学でのワーク

ショップでの非常に行動力ある学生が

女子学生であったこと，オハイオ州立

大学でも非常に積極的にホログラ

フィーに取組んでいた学生がやはり女

子学生であったことは印象深いことで

す．実はモスクワの会議に一人絵を描

いているという若いアーティストが参

加していました．作品にホログラムを

取り入れたいと考え，参加費（それな

りに高い）を払い，技術の専門会議に

参加したそうです．積極的に情報収集

に飛び回っていたその人物も実は女性

のアーティストでした．

私自身，創作活動において女性であ

るかどうか意識をした記憶がほとんど

ありませんでした．振り返ってみると，

進む道を選択しなければならない場面

に出くわした時，いつでもしがらみを

感じることなく自由に選択してきたよ

うに思います．結果が是であったか非

であったかは多分私自身が決めること

なのでしょう．もし後輩たちに伝えた

いことはと聞かれましたら，「自分の

進む道は自身で決めてください．それ

がどのような道であっても，自身の選

択した道であれば，例え障害物があっ

ても乗り越えられると信じたいです」
（2013年12月26日受付）

輝け！ リケジョ：（第9回）石井勢津子

“太陽の贈り物シリーズ”，ホログラフィインス

タレーション，古代ローマ遺跡ヴィラ・デ・ク

インティリ，ローマ，イタリア（2009）


